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1.要旨 
 

 
 

1.要旨 
 
S1C17 コアのプロセッサステータスレジスタ(PSR)の読み出し、書き込み方法について解説します。 
S1C17 コアには PSR と汎用レジスタ間のデータ転送命令が存在しません。基本的には、スタックを

経由し PSR と汎用レジスタ間のデータ転送をおこないます。 
サンプルとして、3 種類の関数例を示します。 
 
  

2.関数例 
 
関数名 

void write_psr(unsigned char psr) 
引数 

psr 書き込み PSR 値 
戻り値 

無し 
機能、C 言語使用例 
 
psr で指定した値を S1C17 コアの PSR に書き込みます。 
下記の関数読み出し時、S1C17 コアの PSR が IL = 7, IE = 1, C = 1, V = 1, Z =1, N = 1 と変更されます。 
 
write_psr(0xff) ;   
 
関数の中身 
 
.global write_psr 
write_psr: 
    ld.b  [%sp+3],%r0 ; スタックの PSR 保存該当アドレスに、指定した値を書き込む 
    reti               ; reti 命令により、スタックに保存された PC と PSR 値を戻す 
 

 
 
関数名 

unsigned char read_psr1(void) 
引数 

無し 
戻り値 

読み出し PSR 値 
機能、C 言語使用例 
 
MISC_PSR(アドレス 0x532c)レジスタがある機種において、S1C17 コアの PSR 値を読み出します。 
MISC_PSR レジスタの存在については、各機種のテクニカルマニュアルを参照してください。 
下記の関数呼び出し時、psr 変数に S1C17 コアの PSR 値が保存されます。 
 
unsigned char psr ; 
psr = read_psr1() ;   
 
関数の中身 
 
.global read_psr1 
read_psr1: 
    xld.ub %r0, [0x532c]  
    ret 
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2.関数例 
 

 
 

 
 
関数名 

unsigned char read_psr2(void) 
引数 

無し 
戻り値 

読み出し PSR 値 
機能、C 言語使用例 
 
S1C17 コアの PSR 値を読み出します。 
read_psr1 関数と異なり、すべての S1C17 コア内蔵機種で使用可能です。 
下記の関数呼び出し時、psr 変数に S1C17 コアの PSR 値が保存されます。 
 
unsigned char psr ; 
psr = read_psr2() ;   
 
関数の中身 
 
この手法では、割り込みベクタを一つ占有します。read_psr_int を割り込みベクタ No.31 に登録してください。 
 
.global read_psr2 
read_psr2: 
    int 31     ; ソフトウェア割り込み No.31 を発行 
    ret 
 
.global read_psr_int 
read_psr_int: 
    ld.ub %r0, [%sp+3] ; スタックに保存された PSR 値を読み出す 
    reti 
 
 
 

2 Seiko Epson Corporation S1x*****シリーズテクニカルマニュアル 
（Rev.1.0） 



改定履歴 
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改訂内容（旧内容を含む） コードNo. ページ 

 

および改訂理由 
411947400 全ページ 新規制定 
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